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　We should become aware of the upcoming new stage in human history; 
communal society. The new social system is based on the perfect autonomy and 
cooperation of all people. We analyze the process from the cybernetic viewpoint 
on history.  





（ 1 ）1989 年 10 月の一連のライプチヒ・デモは「ベルリンの壁」崩壊に導いた流れの主要な
一つ。NHK・HV2009 年 6 月 16 日放送「プレミアム・エイト」。




The Upcoming New Stage in Human History ; Communal Society 
― from the Cybernetic Viewpoint on History
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れた根底には，その世界の大勢変動がある
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。したがって，今日の事実の核心は
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，これからの世界をどう変え
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ようとしているか
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」ということだ
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，かつてのソ連圏崩壊と本質的に同














4 4 4 4 4
，
その一方はかつて崩壊し
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，またその




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
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（ 4 ）Umehara（梅原猛）（1992）p.10. Gray（1998）p.166. 邦訳 234 ページ。
（ 5 ）Gray（1998）第 8 章，pp.196 ～ 200，邦訳 275 ～ 281 ページなど参照。
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ないし世界に対しある種の
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＞の実現努力に立っていること































（ 6 ）飯尾（1991）4, 5, 6, 7, 9 章。飯尾（1988）など。
（ 7 ）たとえば「土地の国有化について」（1872）, Marx-Engels Werke, ⅩⅧ , S.62.
（ 8 ）『ゴータ綱領批判』（1875）, Marx-Engels Werke, ⅩⅨ ,S.28.
（ 9 ）Lenin（全集）第 25 巻，邦訳 463 ページ。
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，「過渡期とし
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」を否定し
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，現実の中で自由な生産者連合を拡大し
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，これで未来社会
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への移行過程を形成する
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＜現実―未来の貫通性
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＞に立つことである
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。バクーニ
ンは，これを「自由は自由のみによって生み出すことができる















（12）たとえば飯尾（1991）128 ― 134 ぺージ参照。
（13）同上 136 ― 9 ページ。たとえば Proudhon（1867）.
（14）たとえば Bakunin（1873）. これは『国家と無政府』といわれるが正確には『国家主義と
無支配』。邦訳・三一書房の「凡例」参照。
（15）たとえば飯尾（1991）183 ― 8 ページ参照。
（16）たとえば Nettlau（1935）, 邦訳 10, 193 ページ。
（17）Bakunin（1873）pp.346 ― 8, 邦訳 214 ― 5 ページ。
（18）Marx-Engels Werke, ⅩⅧ , S. 634 ― 5. バクーニンへの「書評ノート」。くわしくは飯尾（1991）
146 ― 9 ぺージ。
（19）たとえば飯尾（1991）第 7 章など参照。

































（21）モスクワ大学教授。G. Popov（1989）邦訳 10 ページ。.
（22）Modin, A. A.（1974）. ソ連中央数理研究所長代理。飯尾（1991）285 ページ。




































（24）Giddens（1990a）邦訳 83 ページ。Giddens（1999）pp.6 ～ 9.
（25）Giddens（1990b）邦訳 231 ページ。
（26）Gray, J.（1998）p.4. 邦訳 6 ページ。
（27）川島編（2005） ⅳページ。
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に，「アメリカニズム」は世界にたいして「民主主義と自由の普遍的価値の追求」
として自己主張するが，実質としては，人種差別などから起きる社会的格差現
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象をすべて自由市場における自由競争が生む
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「自己責任
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」として社会政策問題
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から消去する
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論理がその一つの本質なのである。したがってアメリカニズム型
グローバリゼーションは，このアメリカニズムのもつ
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）におけるもう一つの展開
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（31）飯尾（1999a）13 ～ 15 ページ。戸川編（1995）141 ～ 163 ページ。都甲・松元編（1996）
129 ～ 175 ページ。塚原（1987）153 ページ。
（32）塚原（1987）154 ページ。
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＞を基礎づけるものとしての
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「支配型通信学習









（35）飯尾（1998）39 ～ 49 ページ。人間のかわす信号（signal）を「記号」（signs）とよぶ
ことが多い。なお記号には言葉・文字のほか「指標」「アイコン」等々もある。川本（1986）。
川本ほか編（1982）Ⅰ，191 ～ 204 ページ。また飯尾（1999b）。
（36）同上。なお人間は有縁性の性格をも持つ記号も併用して“人間としての有縁性”の世
界をつくる。これは芸術文化などの理解において重要である。飯尾（1998）48 ～ 49 ページ。
川本（1986）127，147 ページ。川本ほか編（1982）Ⅲ。加藤ほか（1983）。飯尾（1999b）。
（37）塚原（1987）158 ページ。なお，画，彫刻なども通信学習を支える。飯尾（1999b）。
（38）Cassierer（1927）S. 72, 邦訳 83 ページ。『レオナルド・ダ・ヴィンチの手記』下 17 ページ。
（39）Bottero（1993）邦訳 25，43，91，109 ページ。Jean（1987）邦訳 24 ～ 25 ページ。
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＜行動ルールの一様化
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。この情報状況の上に立って
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「上からの制御
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」にほか
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（40）Giddens（1985）邦訳 55 ～ 64 ページ。





（45）McLuhan（1962）邦訳 303 ～ 4, 358 ページ。
15始まった人類史的新段階:「協同社会システム」への胎動
ならない
4 4 4 4
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（46）以下の 20 世紀の展開部分については飯尾（1991）第 5,7 章に詳述している。
（47）Friedman（1964）p.89，邦訳 56 ページ。Leonardi（1957）邦訳 51 ページ。Taylor（1911）
p.133，191 ～ 2..
（48）Ford（1922）p.80.
（49）Lenin（全集）第 27 巻「ソビエト権力当面の任務」邦訳 261，271 ～ 2 ページ。
（50）Lenin（全集）第 32 巻「再び労働組合について」邦訳 96 ページ。
（51）ソ連科学アカデミー編（1940）邦訳（1943），下，418、421 ページ。












である。A が支配者，B が従属者である。A から B への制御通信が「命令」（order）
であり，B の行動結果についての B から A への通信が「報告」である。この命令・
報告関係が「権利・義務」として保持されているのが「狭義の支配」，そのよ
うな権利・義務関係はないが結果として B が A に制御されるのが「事実上の
力による支配」などとも言われる。
（53）






は B の制御を受け入れ B は A の制御を受け入れる。すなわち相互的制御であ
る。協同の成立条件は次の三つである。（ⅰ）目標調整（goal coordination），（ⅱ）






































（56）社会の基本主体が個人であるという点については飯尾（1998）12 ～ 3，167 ～ 9 ページ。
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3・6　新段階としての第五段階＝＜協同的通信学習
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史の第五段階として実行可能かつ必然的なものとして現れつつある
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（60）Hedebro（1979）p.9.






















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，一般の多くの人々に対し積極的に働きかけ
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（63）Ibid, p.181，201，209，211. 同上 210，232，241，243 ページ。
（64）Ibid, p.209，邦訳 241 ページ。
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｣ を充足することである















（67）Carlzon（1987）pp.9,29. 邦訳 9，42 ページ。飯尾（2006b）23 ～ 6 ページ。
（68）松下（1974）復刻版 12，43 ページ。『PHP Business Review』2005 年 3―4 月号 80 ページ参照。
（69）同上。
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必要な「制約条件
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」の充足確保
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というべきであろう。
　いま一つ，既述したような一般労働者・消費者の参加力の増大
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段階にあって
は，企業活動にかかわる労働者・消費者の情報権・協議権・
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決定参加権
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ものはこれまで通り続く
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。しかし企業活動は資本と労働を完全に平等な基体と




（73）土田（1999）98，272 ～ 3 ページほか。




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，株主・経営者・労働者・消費者・
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
地域関係者などすべてのステークホルダー
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（stake-holder・利害関係者
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（76）飯尾（2006b）31 ～ 5 ページ。なお高島（1996）366 ページ。
（77）中井（全集）Ⅱ，305 ～ 6 ページ。なおⅡ 128 ～ 9，Ⅲ 118，295 ページそのほか。
（78）この項については飯尾（2005），また（1997）なども参照。
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」を忘れてはならない。
　さらに今日の新段階にあっては，国そのものを
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“手の届く組織
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”に変えてい
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「話し合い
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「新しい民








（80）この項については飯尾（2006b）38 ～ 41 ページ参照。
（81）Stoker, in Batley & Stoker（eds）（1991）,p.10.   
（82）香内（1982）22 ～ 3 ページ。安元（1982）360 ～ 361 ページ。









































Arrow, J. K. （1974）, The Limits of Organization,  Norton.
Batley, R. & G.Stoker（eds.）（1991）, Local Government in Europe,  Macmillan.
Bakunin, M. （1873）, Étatisme et anarchie, Bakunin-Archiv, Ⅲ, （Lehnung）, Leiden, 1967
（石堂清倫訳「国家と無政府」『バクーニン』1, 三一書房 , 1970。
Blanpain, R. （1999）, European works councils in multinational enterprises, ILO Working 
Paper No.83.
Bottero, J. et M.Steve（1993）, Il était une fois la Mesopotamie, Gallimard（矢島文夫監
訳『メソポタミア文明』創元社 , 1994）　
Brus, W. （1961）, Ogolne problemy funccjonowania gospodarki socjalistycnej, P.W.N.（ 鶴
岡重成訳『社会主義経済の機能モデル』合同出版。1971） 
Carlzon, J. （1987）, Moment of the Truth, Harper & Row（堤猶二訳『真実の瞬間』ダイ
ヤモンド社 , 1990）.
Cassierer, E. （1927）, Individuum und Kosmos in der Philosophie der Renaissance, 
Wissenschaftliche Buchgesellschaft, 1963.（薗田次郎訳『個と宇宙』名古屋大学出
版会 , 1991）
Eccles, J.C. （1989）, Evolution of the Brain, Routledge. （伊藤正男訳『脳の進化』東大出
版会 , 1990）
Eisenstein, E. （1993）, The Printing Revolution in Early Modern Europe, Cambridge U.P. 
Ford, H. （1922）, My Life and Work,  William Heinemann, 1924. 
Friedman, G. （1964）, Le travail en miettes,  Gallimard（小関藤一郎訳『細分化された
労働』川島書店 , 1973）
Friss, I. （ed.）（1971）, Economic laws, Policy, Planning, Akademinai Kiado.
Giddens, A. （1985）, The Nation-state and Violence, Polity Press. （松尾精文・小幡正敏
訳『国民国家と暴力』而立書房 , 1999）. 
Giddens, A. （1990a）, The Consequences of Modernity, Polity, Polity Press. （松尾・小幡訳
『近代とはいかなる時代か』而立書房 , 1993）
Giddens, A. （1990b）, Modernity and Utopia, Statesman & Nation. （邦訳・前掲書に所収）
Giddens, A. （1999）, Runaway World, Proﬁle Books.
Gray, J.（1998）, False Dawn, The New Press.（石塚雅彦訳『グローバリズムという妄想』
28 経済理論　354号　2010年 3 月
日本経済新聞社 , 1999）







飯尾要（1999a）「「情報史観」の提起」『大阪経大論集』第 49 巻 5 号。














『経営民主主義』（季刊各号）, 経営民主ネットワーク（tel.0475 ― 88 ― 3821）。
香内三郎（1982）『活字文化の誕生』晶文社。　
Lenin, V. I.（全集）, Sochinenija（Izdanie 4）, G. I. P. L.（『レーニン全集』第4版 , 大月書店）.
Leonardi, S. （1957）, Progresso tecnico e rapporti di laboro, （原聡男訳『技術進歩と労働
関係』合同出版 , 1962）
『レオナルド・ダ・ヴィンチの手記』上・下（1954, 58） , 杉浦明平訳 , 岩波書店。
Lilley, S. （1965）, Men,  Machines and History,  Lawrence and Wishart（2nd ed.）（伊藤
新一ほか訳『人類と機械の歴史』岩波書店 , 1968）.  
松下幸之助（1974）『企業の社会的責任とは何か』（復刻版）PHP 研究所。
McLuhan, M. （1962）, The Gutenberg Galaxy, Univ. of Tronto Press（森常治訳『グーテ
ンベルクの銀河系』みすず書房 , 1986）
Marx-Engels Werke, Dietz, 1962. （『マルクス・エンゲルス全集』大月書店 , 1960 ―
68）. Modin, A. A.（1974）, ’Utilization of Mathematical Methods and Computers to 




Nettlau, M. （1935）, Breve storia dell’Anarchismo, L’Antistato Cesena, 1964（上杉聡彦訳
『ネットラウ・アナキズム小史』三一書房 , 1970）
Owen, R. （1813 ― 1820）, A New View of Society and Other Writings, Everymans Library, 
1972.
Polanyi, K. （1944, 57, 2001）, The Great Transformation, Bacon Paperback.（1957 ed., 吉
沢英成ほか訳 , 1957 刊。2001 ed., 野口武彦ほか訳 , 2009 刊。『大転換』東洋経済。） 
Popov, G. （1989）,「対談・正念場のペレストロイカ」『経済評論』12 月号。
Proudohn, P.J. （1867）, De la capacité politique des classes ouvrières,（Euvres 
complètes, Ⅲ , Slatkine, 1982（三浦清一訳「労働者階級の政治能力」『プルードン』Ⅱ , 
三一書房 , 1972）.
佐藤経明（1975）『現代の社会主義経済』岩波書店。
Soboul, A. （1951）, La Révolution français 1789―1799, Editions Sociales（小場瀬卓三ほ
か訳『フランス革命』上・下 , 岩波書店 , 1963）
ソ連科学アカデミー編 , 山田茂勝訳『工業経済』　上・下 , 東洋経済新報社 , 1943。
Soros, G. （1998）, The Crisis of Global Capitalism, Public Affairs. 大原進訳『グローバル
資本主義の危機』日本経済新聞社 , 1999 年。
田尾雅人（1995）『ヒューマン・サービスの組織』法律文化社。
高島良一（1996）『労働法律関係の当事者』信山社。






Umehara, T. （梅原猛）（1992）, ‘Ancient Japan shows post-modernism the way’, New 
Progressive Quarterly, 9, Spring 1992.
Ure, A. （1835）, The Philosophy of Manufactures, Charles Knight.
Weber, M. （邦訳：1960）, 世良晃四郎訳『支配の社会学』Ⅰ，創文社。
Weber, M. （邦訳：1975）, 富永健一訳「経済行為の社会学的範疇」『世界の名著・50』
中央公論社。
Williams, R. （1963）, Culture and Society, 1780 ― 1950, Penguin Books.
安元稔（1982）『イギリスの人口と経済発展』ミネルヴァ書房。
Zuboff, S. （1984）, In the Age of Smart Machine, Basic Books.
